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＜１．森林の多面的機能の発揮と持続可能な森林整備に関する検討＞

現状

○間伐未実施の人工林が多く、森林機能を発揮できていない。材としては利用期を迎えている。

○小規模な私有林が多い。⇒森林経営計画（従来の森林整備計画）策定が進まない。
○森林経営管理制度の開始やウッドショック等、社会情勢の変化

検討の主な視点

○人工林経営と針広混交林（天然林）化の判断

○森林経営計画または森林経営管理制度による森林整備の施策展開

○広葉樹人工林施業挑戦の妥当性とリスク

＜４．自然歩道、市民の森等に関する検討＞

現状

○自然歩道8ルート（藻岩山、円山、手稲山等）、市民の森6か所（西野、盤渓、白川等）
○施設の老朽化等による維持管理の負担大

検討の主な視点

○登山道の維持管理のあり方

○市民の森のあり方

＜２．林業担い手の育成・確保に関する検討＞

現状

○林業従事者が不足

○本市は林業の基盤がない都市

検討の主な視点

○安定的な事業発注と、異業種からの参入等様々な事業の検討

＜３．道産木材利用と普及啓発に関する検討＞

現状

○法改正により、木材利用は脱炭素に資するものと明確化され、利用推進が求められている。

○高層建築物でも木造が可能となる等、技術が向上している。

検討の主な視点

○公共施設および民間施設における道産木材利用促進

委員6名の構成
有識者（林政、担い手）

有識者（施業、広葉樹施業）

有識者（木材）
有識者（道の林業計画）
有識者（普及啓発）
有識者（登山道）

令和4年4月 有識者会議(第1回)：現況、課題説明、調査事項の確認

5月 有識者会議(第2回)：専門分野に関する聞き取り

6月 有識者会議(第3回)：方針素案の検討

7月 緑の審議会：方針素案に関する報告

8月 有識者会議(第4回)：方針案の検討

9月 庁内議論（企画調整システム）

12月 緑の審議会：方針案に関する報告

市議会への報告

令和５年1月 パブリックコメント

3月 方針策定

搬出木材（市有林）

森林整備（私有林）

自然歩道（円山）


